対話がつなぐ領域・環境と人間関係:お手玉を作って、遊んで、気づくことに着目して by 勝間田 明子
















































































本稿で検討する実践をおこなった授業は、2016-2017 年度に筆者が担当した 1 年次
前期開講の「保育内容指導法 環境Ⅰ（幼児と環境）」（以下、「環境」）である。そし
て環境の授業で経験した事柄を 2 年次前期開講の「保育内容指導法 人間関係」（以下、
「人間関係」）で事例として活かす、という形をとった。なお、「環境」の授業は 2 ク
ラス合同（1 クラス 40－50 名）、「人間関係」の授業は 1 クラスずつ実施される（2018






































具体的に 15 回の授業は、以下のように進められる。 
1 オリエンテーション 
2 保育における「環境」とは –保育者の仕事とは-  
3 環境構成の基礎理論 -手段/目的としての環境 
4 環境構成を支える知識と技術 -環境の応答性とは- 
5 領域・環境のねらいと内容について 
6 子どもの遊びと環境構成 －発達にあった玩具とは- 
7 領域・環境のねらいと内容 ①お手玉 １）つくる 
8 領域・環境のねらいと内容 ②お手玉 ２）あそぶ 
9 領域・環境のねらいと内容 ③ペットボトル 

































10 領域・環境のねらいと内容 ④紙 １）新聞紙 
11 領域・環境のねらいと内容 ⑤紙 ２）コピー用紙 
12 領域・環境のねらいと内容 ⑥紙 ３）折り紙 
13 領域・環境のねらいと内容 ⑦紙 ４）紙皿 






























































































































































































































































註１ 文部科学省中教審答申（平成 28 年 12 月 21 日）「幼稚園、小学校、中学校、高等学
校及び特別支援学校の学習指導要領の改善及び必要な方策について」第 2 部第 1 章
(3)②に３つの資質・能力は、「現行の幼稚園教育要領等の 5 領域の枠組みにおいて
も育んでいくことが可能である」と書かれている。  




A Study of Instructional Method of Contents in Childhood Care 
and Education Focusing on Environment and Human Relationship: 
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